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学生ボランティアの参加動機に関する研究 
狩野 仁哉 
 
 
【修士論文概要書】 
 
1 本研究の目的 
 今日、災害や介護問題、生活困窮、教育格差といった様々なリスクの責任が社会全体の
責任、問題として社会に求められるのではなく、自己責任や自己努力という形で個人に求
められている。このような状況の中で個人や家族だけでは解決しきれない課題や問題に対
して細やかに対応してきた、また対応していくことができるのがボランティアという存在
である。 
 現在、ボランティアという言葉は誰もが知っているほど一般的なものとなっているとい
える。しかし、現在のボランティアを取り巻く状況は複雑になってきており、ボランティ
アは中心的な概念である自発性や社会性、無償性だけでは説明しきれないほど複雑・多様
化している。 
 さて、このようにボランティア活動の内容やボランティアに対する価値観が複雑・多様
化する中でボランティア活動に参加している人々は、どのような動機でボランティアに参
加しているのだろうか。単純に困っている人の力になりたいという善意の気持ちだけで自
発的に参加しているという人だけがボランティア活動に参加しているとは考えにくい。ボ
ランティア活動自体が多様化する中でボランティア活動への参加動機も多様化しており、
ボランティア活動へ参加する人々は様々な動機でボランティア活動を開始したと思われる。
そうであるならば一体どのような要因が人々のボランティア参加を規定しているのだろう
か。 
 また、平成 23年度の社会生活基本調査によるとわが国では若者のボランティア行動者
率が他の世代に比べて低い傾向にある。そこでボランティア活動者の中でも今後のボラン
ティアを担っていく若者ボランティアの参加動機に着目し、若者のボランティアへの参加
を規定している要因を明らかにすることで、ボランティアコーディネーターなどが若者に
ボランティア活動への参加を促す際に参考になる点を探ることを本研究の目的とする。 
 
2 先行研究の検討 
ボランティア活動への参加動機に関する研究は日本でも数多く行われているが、対象
を学生など若者に限定してしまうと先行研究の数が限られてしまうため、学生のボランテ
ィア参加動機だけに限定せずに多様な年代、活動についてのボランティア活動の動機全般
に関わる先行研究の整理を行った。 
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先行研究を検討した結果、ボランティア活動の動機に関する研究は多岐にわたってお
り、ボランティア活動動機の構造を明らかにするものが多かった。ボランティア活動への
参加はひとつの動機で決められているわけではなく、様々な動機が複雑に入り組んでボラ
ンティア活動への参加へと繋がっている。 
ボランティア活動の動機は大きくわければ利他的動機と利己的動機にわけることはで
きるが、そのどちらかの動機によってボランティアに参加するというものではなく、利他
的動機を持っていてさらに利己的動機も持っていることも当然ありえることであり、伊藤
（2011）も指摘するように動機を分類したとしても明確な線引きは困難である。 
また、調査時点での動機構造に関する研究は多いが、柴田ら（2004）などの研究でも
取り上げられているような、過去の何らかの経験がボランティア活動への参加動機に影響
を与えているかどうかを検討した研究は少なかった。しかし、ボランティア活動への参加
動機は突然湧いてくるものではなく、何らかのきっかけ、過去の出来事や経験などから形
成されていくものであると考える。特に、若者世代は、多感な小中高生の時期の対人関係
や自分が置かれていた環境などがボランティア活動参加動機の形成に大きく影響を与えて
いると考えられる。しかし、若者の過去の対人関係などがボランティア活動参加動機へ影
響を与えているかどうかを検討した研究は見当たらなかった。 
 
3 ボランティア参加動機の規定因 
3-1 仮説 
 本研究の目的は、ボランティア活動の動機の構造を調べるとともに、ボランティア活動
への参加に至る以前の過去の対人関係などがボランティア活動参加動機へ影響を与えてい
るかを検討することである。 
 ボランティア活動を行っている若者の過去の対人関係、つまり学生時代時に主な人間関
係になるであろう家族、友人、教師との関係や学校、家庭といった環境への適応がボラン
ティア活動参加動機に影響を及ぼしているであろうという仮説を立てた。具体的には他者
への信頼や不信、環境への適応などで構成される過去の経験が利己的動機や利他的動機か
らなるボランティア活動参加動機へ影響を与えているというものである。 
 
3-2 調査方法と調査対象の基本属性 
兵庫県内のボランティア団体などに所属し、主に地域を対象としてボランティア活動
を行っている高校生、大学生を中心にアンケート調査を実施した。実施期間は 2013年 10
月から 12月で、ボランティア活動を行っている場に筆者が出向き直接、調査票を配布し
回答してもらう方法と、調査票をボランティア団体の代表やボランティア団体が所属する
社会福祉協議会のボランティアセンター、高校の先生などに郵送や手渡しをして、配布と
回収を依頼する方法で実施し、74名（男性 24名、女性 50名）から回答を得た。回答者
の年齢は 15歳から 24歳までで平均年齢は 19.4歳であった。 
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3-3 分析 
3-3-1 尺度構成 
本研究ではボランティアグループなどに参加し、ボランティア活動を行っている高校
生、大学生の若者を中心に「ボランティア開始時の動機」と「過去の経験」を測定した。 
若者の「ボランティア参加動機」を測定するための尺度として 35項目について「1 まっ
たく重要でない」～「5 非常に重要である」の 5件法で尋ねた。 
「過去の経験」については、学生時代に主な人間関係になるであろう家族との関係、友人
との関係、教師との関係、そして環境への適応についての 22項目を作成し、「過去の経
験」として「1 あてはまらない」～「4 あてはまる」の 4件法で尋ねた 
 
3-3-2 分析方法 
 仮説のモデルを検証するためには、共分散構造分析が望ましいと考えられたが、サンプ
ル数不足のために今回の分析には適用できなかった。そこでボランティア活動参加動機と
過去の経験との関連を調べるために、ボランティア活動参加動機に関しては、先行研究
（谷田 2001）ですでに抽出されていた因子を参考に尺度を構成し、過去の経験について
は、因子分析を行い、因子を抽出した。次に、ボランティア活動参加動機の尺度と過去の
経験の因子間で相関分析を行い、ボランティア活動参加動機と過去の経験との関連を検証
することとした。 
  
3-3-3 分析結果 
ボランティア活動参加動機と過去の経験についてそれぞれで作成した尺度と因子間の
関連、過去の経験の因子間の関連を分析するために相関分析を行った。 
 その結果、「サークル活動の一環」と過去の経験との間の相関を見ると、「家族信頼」、
「教師信頼」が強い相関を示し、「友人信頼」が弱い相関を示していた。 
次に「利他心」へは「教師信頼」のみが強い相関を示し、その他の因子は有意な結果とは
ならなかった。 
「福祉ボランティアの重要性を実感」に対しては、「家族信頼」、「教師信頼」の２つが
相関を示しており、特に家族信頼が強い相関を示す結果となった。 
 「民主的社会の理想の実現」へは、「家族信頼」が正の相関を示し、「環境不適応」が
強い負の相関を示す結果となった。 
 「不充足感」へは「友人不信」が強い相関を示す結果となった。また「友人不信」は
「環境不適応」や「教師不信」とも相関を示しており、特に「環境不適応」と強い相関を
示していた。 
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図 分析結果まとめ 
注 1）太線：1％有意 細線：5％有意 線なし：有意でない 
注 2）破線は負の相関を表す 
 
4 結論と今後の課題 
4-1 結論 
 本研究では、ボランティア活動参加動機と過去の経験との間に関連があることが明らか
にされた。 
 本研究から得られた知見は以下の通りである。 
① ボランティア活動参加動機と過去の経験の間には関連がある。 
② 自己成長的な動機である「サークル活動の一環」へは家族、友人、教師への信頼すべ
てと関係していた。 
③ 利他的な動機である「利他心」へは「教師信頼」が関係していた。 
④ 「福祉ボランティアの重要性を実感」という動機は「家族信頼」と「教師信頼」と関
係していた。 
⑤ 「民主的社会の理想の実現」へは「家族信頼」が正の相関を、「環境不適応」が負の
相関を示した。 
⑥ 「不充足感」へは、「友人不信」が関係しており、「教師不信」や「環境不適応」も
「友人不信」を経由して「不充足感」へ影響を与えている可能性がある。 
 以上のことから、小学校や中学校の時から学生が他者との信頼関係を築けるような取り
組みを行っていくことで学生のボランティアへの参加を促せる可能性、悩みを抱える若者
に対しては自己成長や利他的な動機以外の「居場所の提供」といったようなアプローチで
ボランティア活動への参加を促すことが有効である可能性、またそういった若者に対して
社会復帰や対人関係に慣れる場としてボランティア活動を活用できる可能性のあることが
示唆された。 
